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－ 生徒を主語に学ばせ、地域で子どもたちの育成を目指す学校間連携による教育活動 － 

 

 「健やかな身体と強い意志」「確かな学力と

豊かな心」「創造的な技術能力と勤労の態度」

の育成を目指し、持続可能な社会の実現に努

めさせる態度を育むよう地域に根ざした教

育活動に取り組んでいる。 

 特に令和５年度から実施しているプログ

ラミング教育の出前授業では、小・中・高の

学校間連携を強化し、協働的な取組へと発展

させることで、工業的な視点と創造性豊かな

STEAM 人材の育成に大きな成果を上げている。 

 

 

 

 



－ 未来を切り開く生徒の資質・能力の育成を目指す教育資源を活用した教育活動 － 

 

課題研究では、滝川市 ICT 農業利用活用協

議会と連携し、滝川市スマート水田実証プロ

ジェクトの継続研究として地元福祉施設の

意見を取り入れた実践検証を行い、障がい者

福祉分野におけるアナログはかり用測定値

通知装置の活用を研究した。 

その成果を空知の代表として「探究チャ

レンジ・ジャパン」で発表し、ニトリ賞を

受賞した。地元農家及び滝川市の農政課と

の連携を継続し、更なる成果を上げている。 

 

 

－ 地域の未来を担う子どもたちの育成を目指した企業等との協働的な教育活動 － 

 

 地元の企業から技術指導や練習のための

材料提供等の協力を得ながら、工業高校生と

しての基礎・基本はもとより、企業との協働

による指導によって更に高度な知識や技術・

技能を習得することで、全国選抜高校生溶接

技術競技会 in新居浜～溶接甲子園～出場（２ 

年連続）、高校生ものづくりコンテスト全国

大会出場（溶接競技部門２年連続）、若年者も

のづくり競技大会全国大会出場（電気工事部

門）など、大きな成果を上げている。 

 

－ 地域に根差した特色ある教育活動を期待いたします － 

 

 企業間連携による各種全国大会出場、学校間

連携による出前授業、自治体と連携した研究で

の受賞等、様々な学校内外の教育活動や外部と

連携した取組において生徒が活躍している姿

をいつも報道等で拝見しており生徒の様子が

伝わっております。今後とも地元の高校として

特色ある教育活動を通じ地域や家庭とのつな

がりをより一層強め、持続可能な社会づくりの

主体者をとしての滝工生の育成に取り組んで

ください。(保護者の声)  


